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３
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
、
桜
ヶ
丘

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
～
春
の
訪
れ
～
薄

墨
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
春
の
市
民
茶
会
を
開

催
し
、
煎
茶
売
茶
流
、
表
千
家
、
裏
千

家
、
宗
徧
吉
田
流
の
各
流
派
が
そ
れ
ぞ

れ
お
茶
席
を
設
け
ま
す
。
美
し
い
桜
を

見
な
が
ら
、
お
茶
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

◆
日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場　

茶
室
「
心
々
庵
」、
桜
ヶ
丘

数
多
く
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
会
期
中
の
４
月
２
日

（
火
）
に
、
作
品
の
展
示
替
え
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
３
月
27
日
（
水
）、
４
月
５

日
（
金
）
の
午
後
２
時
か
ら
、
学
芸
員

に
よ
る
展
示
解
説
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

３
月
16
日
か
ら
４
月
14
日
ま

で
（
月
曜
日
は
休
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

一
般
＝
５
０
０
円
（
当
日

券
は
８
０
０
円
）
▽
学
生
＝
無
料

◆
前
売
券　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ

ー
ル
、
御
津
文
化
会
館
、
小
坂
井
文

化
会
館
、
文
化
会
館
、
プ
リ
オ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
プ

リ
オ
ビ
ル
２
階
）
で
発
売
中

◆
そ
の
他　

障
害
者
割
引
、
リ
ピ
ー
タ

ー
割
引
、
着
物
来
館
者
割
引
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

本
展
は
、
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
桜
を

主
題
と
し
て
、
近
代
以
降
に
描
か
れ
た

作
品
な
ど
、
約
80
点
を
一
堂
に
展
示
し

ま
す
。

　

桜
の
名
手
と
し
て
名
高
い
、
横
山
大

観
、
菊
池
芳
文
、
跡
見
玉
枝
、
中
島
千

波
の
他
、
菱
田
春
草
、
小
野
竹
喬
、
伊

東
深
水
、
守
屋
多
々
志
、
後
藤
純
男
、

平
松
礼
二
な
ど
、
有
名
作
家
の
優
品
を

「樹霊淡墨桜」中島千波（おぶせミュージアム・中島千波蔵）

く
だ
さ
い
。今
回
は
、「
ト
ム
の
大
冒
険
」

を
上
演
し
ま
す
。

◆
日
時　

３
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
開
演

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

無
料

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

描
か
れ
た
日
本
の
美 

さ
く
ら
展

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
」発
表
会

～
春
の
訪
れ
～
薄
墨
桜
ま
つ
り

春
の
市
民
茶
会
を
開
催

豊
川
海
軍
工
廠
の

絵
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
一
人
一
人
が
輝
く
ス
テ
ー
ジ

の
素
晴
ら
し
さ
を
、
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み

◆
整
理
券　

御
津

文
化
会
館
、
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
小
坂
井

文
化
会
館
で
配

布
中

◆
問
合
せ
先　

ト
ゥ
イ
ン
ク

ル
（
０
９
０

－

４
４
０
０

－

７
２
７
３
）　

　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
戦
争

を
経
験
し
た
方
に
豊
川
海
軍
工
廠
に
関

す
る
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
、
収
集
・

公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
豊
川
市
に

も
あ
っ
た
戦
争
を
後
の
世
代
へ
伝
え
る

た
め
、
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き

る
絵
画
資
料
が
必
要
と
考
え
、
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

◆
料
金　

一

席
６
０
０

円
◆
問
合
せ

先　

豊
川

文
化
協

会
（
89
局

７
０
８
２

番
）



�0 ー広報とよかわ�0 ー広報とよかわ

（３月16日〜４月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

　大きな工事の際に、人を埋めるという人柱伝説
は、日本全国で語られています。これは、いけに
えとなった人の魂が工事を完成に導き、構造物を
強くすると考えられた伝説のひとつです。
　市内の下郷地区にも、人柱伝説が伝えられてい
ます。松原用水をつくる時のことです。豊

と よ

川
が わ

の水
をせき止めて、用水路に水を引こうとするのです

が、なかなか堰
せ き

がつくれません。
そこで、下郷地
区の村人たち８人が人柱となって工事を完成させ
たそうです。松原用水の終点にある八所神社（豊
橋市）は、用水の建設に命を捧げた８人をまつっ
ていると言われています。

松原用水の人柱（下郷地区）

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
白井喜三郎
いっぷく亭美人画教室作品展 ３月１日～31日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275

着物でつくる服とバッグ展 ３月６日～19日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
宮嶋政穂展
NEW nirvana 涅槃 YORK ３月９日～17日 石黒ビル２階 無料、宮嶋☎090－3458－8545

第28回桜州会大正琴のしらべ ３月16日10：30～ 新城文化会館 無料、琴伝流大正琴桜州会
（阿部）☎0536－32－0069

さぼてんの会 水墨画展 ３月16日～31日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880

平成25年豊川稲荷所蔵春季宝物展 ３月16日～４月14日 豊川閣寺宝館 有料、狩野古信双幅の内「亀」他、
豊川閣寺宝館☎85－2030

豊川市民歌謡クラブ
第13回「歌の祭典」 ３月17日９：30～ 文化会館中ホール 無料、豊川市民歌謡クラブ（太田）☎84－7978

漫談ぴろき独演会 ３月17日18：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
50 大人のブラウス 春編 ３月20日～31日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
豊川高等学校吹奏楽部
第８回定期演奏会 ３月23日14：30～ 文化会館大ホール 有料、豊川高等学校（佐藤）☎86－4121

日本壮心流剣詩舞道
豊川地域各教場交流会 ３月24日９：00～ 文化会館中ホール 無料、日本壮心流（本田）☎86－4782

ティータイム音楽の会
「弥生の空は」 ３月25日18：30～ 明治珈琲館あらびか 500円、尾崎☎84－3647

小川靖夫 傘寿記念展 ４月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
土聞 村越琢磨 作陶展 ４月３日～14日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
第３回豊川歌謡選手権大会 ４月14日９：30～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会歌謡部（白井）☎75－3203

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
せせらぎたいむ
 「トーンチャイムコンサート」 ３月31日14：00～ 音羽文化ホール 

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、音羽文化ホールで前
売券を発売中

八所神社


